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児童発達支援センター機能強化事業が主催する支援者研修に参加しました。“支援者に求められる

大切なこと”をテーマに改めて学び、また新たな価値観を得ることができた研修でした。さて、『ストレング

ス・リフレーミング』という言葉を聞いてピンと来る方はいますか？(^^) 

ストレングスの視点とは、病気や障がいそのものに着目するのではなく、その人が本来持っている強さや

得意なこと、今まで暮らしてきた中で獲得した様々な技能（日常生活のスキル、興味関心事、コミュニケ

ーション能力など）や、その人を取り巻く環境（家族、地域、社会、制度）の強さに視点を当てること。リフレ

ーミングとは、物事を見る枠組み（フレーム）を変え、違う視点から捉えること。 

これはポジティブな解釈ができる、相手の考え方を理解する、自己の内面に関する感じ方や出来事の

解釈を見直したりすること等に繋がっていくのです。そうすることで例えば、「すぐに飽きてしまう⇒本当に

好きなことがあれば頑張れる」「場所に合わせた服装ができない⇒自分なりのスタイルを持っている」など

ネガティブな視点のフレームをポジティブな視点のフレームに切り替えられますね。リフレーミングは、支

援中だけにとどまらず普段から意識していきたいものです。そうすることで心のゆとりや前向きな気持ちも

生まれやすいような気がします！また、なでしこ園の子どもたちのストレングスは何かと考えるとき、もちろ

ん一人一人が異なっていますが思い浮かんでくることがたくさんあります。この大切な幼児期に関わる周

囲の大人（ある意味では環境の一つ）として、一緒にどんな経験をしていけるかを日々の子ども達の姿に

合わせながら考えていくことが“支援者に求められる大切なこと”なのかもしれません。それにはやはりご家

族とのお子さんの情報共有が不可欠です。 “こんなことができた”“こんな風に考えられそう”など沢山の

お話を交わしながら、時にリフレーミングをしつつ共に考えていきたいものですね(*^^*) 

（保育士 松山） 

 

 

 

 

 

あっという間に年末が近づいてきました。今年入園した子どもたちも 4月の頃に比べると、ごはんをたくさん食べるように

なりました。今年はごはんやパン、麺類が好きな子どもたちが多く、おかわりをする姿がとても微笑ましいです。 

なでしこ園で管理栄養士として勤めて 3 年が経ち、食べることが成長期の子どもたちにとっていかに大事であるかを感じ

ています。なでしこ園の給食は子どもが好きな料理だけでなく、これ（魚料理や煮物など）は絶対食べないだろうな…とい

うような料理も入れるようにしています。給食を通して色々な料理があることを経験してもらいたいからです。今年度は試

食会を行い、保護者に給食を実際に食べていただきました。「家の味は濃いのがわかった」「久しぶりに給食を食べられ

て嬉しかった」などの感想をいただき、子どもたちが普段食べている給食を身近に感じていただけました。保護者同士で

食の悩みについて話し合う場面もあり、食の情報交換ができたのではないでしょうか。 

そして今年度よりランチルームのお部屋ができ、給食をクラス全員で食べるようになりました。お友だちと一緒に食べる

ことで食べる意欲に繋がったり、お誕生日メニューなどの行事食をみんなで楽しんだりと空間を共有しています。給食の

準備は子どもたち自身でお皿やおかずを取る形式を行っています。「多いのはどれ？スプーンは一人 1本だよ！」など子

どもたち自身で確認を取る、自立的な行動を引き出すきっかけになりました。また、子どもたちが好きなクッキングは食へ

の関心をもってもらうために欠かせません。「子どもに積極的にしてもらう・五感で楽しむ・作ること、食べることを楽しむ」こ

とを意識して行っています。今年度は麵類が人気なので、焼きそばやナポリタンを子どもたちの目の前でホットプレートを

使って一緒に調理しました。ジュ～ジュ～と具材が焼ける音と匂いが食欲をそそります。「おなかすいた！早く食べたいよ

ー！」と子どもたちのわくわくした顔がクッキングをしてよかったなあと思う瞬間です。来年もみなさんと一緒にたくさんクッ

キングをしたいと思います！                                          （管理栄養士 足立） 

 



  

毎年恒例となっている「オータムパーティー」を今年も 10月 28日に開催することが出来ました！ 

普段とは違うお祭りという雰囲気の中、保護者の方と一緒に活動を経験することを目的とし毎年開催しています。 

当日も普段使用しているものを活用しながら子ども達が普段とは違う環境の中でも安心できるように工夫を行って 

います(*^^*) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（保育士 平本） 

 今回ご紹介の園外行事は、こあらぐるーぷとうさぎぐ

み合同での公園遊びです。普段の療育時間はズレが

あり、一緒に遊ぶことが少ないクラス…関わりが少な

いお友だちと遊ぶことは、子どもたちにとってどのような

経験となるのでしょうか？早速準備して、バスに乗っ

ていざ出発！ 

 

 

 

 

 

 道中のバスでは楽しみな気持ちを持ちながらもちょ

っぴりｿﾜｿﾜ…そこで職員が好きな物や最近楽しんで

いることの話題を広げると「えー！一緒だね！」と会話

にどんどん花が咲き、緊張もほぐれた笑顔が見られま

す  到着すると「行こう！」と顔を見合わせて遊び始

めていましたよ！クラスを超えた活動は子どもたちにと

っても支援者にとっても、新たな発見をする貴重な機

会となりますね       

       （児童指導員 山口） 

 “音楽会があるよ！”という職員の言葉に目をキラキ

ラと輝かせる子どもたち。多くの子どもさんに音楽会の

経験はありません。音楽を聴いて音の違いやリズムを

楽しんでほしい、音楽を通して沢山の気付きを得てほし

い…そんな想いを込めてスタートしました。職員が動物

の仮装をし、フルート・クラリネット・太鼓を持ち演奏しな

がら登場♪子どもたちはビックリしながらも自分の席に

で楽器の生の音を感じながら手拍子をしたり、一緒に

楽器を鳴らして楽しみました♪最後は曲に合わせてみ

んなでダンス！「音楽会って楽しいね♪」と子どもたち

にとっても記憶に残る時間となったようです。安心でき

る場所であるからこそ、新しいことにも挑戦できますね

☆今後も子ども達の豊かな経験を増やしていきたいと

思います！ 

 

 

 

 

 

（保育士 清原） 

とびだせ！園外行事！ 

 

 
職員も色々なキャラクターになりき

り、子ども達と一緒に楽しみました！ 

 

地域の方のご協力のもとバルーンショー

の開催、同施設のパン工房「ふわり」によ

るパンの販売、早飲みなどのイベントによ

り当日は大盛り上がりでした！ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１

月

１４

日
に
「
き
ょ
う
だ
い
児
支
援
」
に
関
す
る
勉

強
会
を
開
催
し
ま
し
た
（
「
き
ょ
う
だ
い
児
」…

重
い
病
気

や
障
が
い
を
抱
え
る
兄
弟
姉
妹
が
い
る
子
ど
も
の
こ
と
）。 

 
 

 

今
回
の
勉
強
会
は
保
護
者
の
方
か
ら
の
要
望
を
き
っ
か

け
に
、「
熊
本
市
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
じ
ょ
う
な

ん
」
の
木
本
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
兄
弟
姉
妹
の
中
に

障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
持
つ
お
母
様
と
障
が
い
者
の

兄
を
持
つ
当
事
者
の
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
は
皆
、
真
剣
な
表
情
で
お
話

に
耳
を
傾
け
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
悩
み
や
不
安
、
中

に
は
悩
み
を
誰
か
と
共
有
で
き
た
こ
と
に
安
堵
の
涙
を
流

す
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
終
了
後
の
感
想
に
は
「
（
将
来
に
）

不
安
に
な
り
過
ぎ
ず
周
り
を
頼
り
た
い
と
思
う
」「
き
ょ
う

だ
い
は
き
ょ
う
だ
い
な
り
に
考
え
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

た
く
さ
ん
思
っ
て
い
る
こ
と
を
互
い
に
話
し
た
い
」
な
ど
、

み
な
さ
ん
前
向
き
に
な
れ
る
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

家
族
と
当
事
者
、
立
場
が
違
え
ど
共
通
し
て
感
じ
た
こ

と
は
、
き
ょ
う
だ
い
児
支
援
に
間
違
い
は
な
く
、
家
族
そ

れ
ぞ
れ
の
形
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
お
二
人
か
ら
紡
が
れ

る
飾
り
の
な
い
言
葉
に
は
、
紛
れ
の
な
い
現
実
と
そ
の
よ

う
な
境
遇
で
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
か
っ 

た
喜
び
や
出
会
え
な
か
っ
た
人
た
ち 

と
の
縁
を
感
じ
ま
し
た
。
今
回
の
保
護 

者
勉
強
会
で
得
た
学
び
と
ご
縁
を
こ
れ 

か
ら
も
繋
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
主
任 

重
本
） 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行
し
た
こ

と
も
あ
り
、
今
年
度
は
様
々
な
活
動
に
お
い
て
外
部
の

方
々
と
の
交
流
・
連
携
を
拡
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

今
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
五
月
に
力
合
校
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
様
方
を
対
象
と
し
た
見
学
会
を
実
施
し
た

り
、
そ
の
後
地
域
向
け
に
地
域
支
援
室
を
開
放
し
た
り
、

さ
ら
に
は
職
員
数
名
が
子
ど
も
食
堂
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
た
り
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
十
月
の
園
行
事
「
オ
ー
タ
ム
パ
ー
テ
ィ
」
で
は
、

パ
ン
工
房
「
ふ
わ
り
」（
済
生
会
ほ
ほ
え
み
）
に
よ
る
販
売

会
や
民
生
委
員
様
・
地
域
の
方
の
御
協
力
に
よ
る
駄
菓
子

屋
を
開
く
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
と
の
か
か
わ
り

を
意
識
し
た
取
組
み
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
の
活
動
に
お
き
ま
し
て
も
、
近
く
の
公
園

へ
の
散
策
、
ス
ー
パ
ー
へ
の
買
い
物
、
消
防
署
見
学
、
そ
し

て
園
バ
ス
を
使
っ
て
の
園
外
活
動
等
々
を
行
い
ま
し
た
。 

見
通
し
を
持
っ
た
楽
し
い
活
動
の
中
に
も
、
自
然
・
人

と
の
ふ
れ
あ
い
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
拡
げ
る
こ
と
を

視
野
に
入
れ
て
の
活
動
は
、
済
生
会
が
目
指
す
ソ
ー
シ
ャ

ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
理
念
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

ま
す
し
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
社
会
を
変
え
て
い
く
力
を

持
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

済
生
会
な
で
し
こ
園
は
、
今
後
も
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
組
み
を
丁
寧
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
園
長 

五
瀬
浩
） 

 

 

保
護
者
勉
強
会 

つ
な
が
り
を
拡
げ
て 

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 

地
域
に
は
多
く
の
通
所
支
援
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。
各

学
校
区
で
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
児
童
発
達
支
援
と

い
う
言
葉
を
目
に
す
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
当
園
は
お
子
さ
ん
と
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
場
所
と
し
て
、
ま
た
「
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
研
修
会
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
な
ど
で
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
私
達
支
援
者
側
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
の

一
歩
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

先
日
、
地
域
の
通
所
支
援
事
業
所
の
方
よ
り
新
た
な
ご

提
案
を
頂
き
ま
し
た
。
な
で
し
こ
園
の
お
子
さ
ん
と
の
合

同
療
育
で
す
。
事
業
所
と
い
う
一
つ
の
枠
組
み
を
超
え
て
、

こ
ど
も
達
に
ど
ん
な
出
会
い
が
待
っ
て
い
る
の
か
・
・
・
こ

ど
も
同
士
の
感
性
が
重
な
り
何
か
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
起

き
そ
う
な
予
感
。
私
達
支
援
者
に
と
っ
て
も
見
え
る
と
こ

ろ
が
新
た
に
広
が
り
そ
う
で
す
。 

 

こ
ど
も
達
の
よ
う
に
枠
に
と
ら

わ
れ
な
い
発
想
、
心
惹
か
れ
る
瞬

間
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
を
今
回

の
ご
提
案
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
初
回
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
・
・
・
ど
の
よ
う

な
こ
ど
も
達
の
輪
が
出
来
る
の
か

心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。 

（
機
能
強
化
員 

山
田
） 


